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  運用報告書（全体版） 

ＵＳ短期ハイ・イールド債オープン
為替プレミアムコース（毎月決算型）
 

愛称：スプリンター 

 
 

第28期（決算日：2016年10月18日） 

第29期（決算日：2016年11月18日） 

第30期（決算日：2016年12月19日） 

第31期（決算日：2017年１月18日） 

第32期（決算日：2017年２月20日） 

第33期（決算日：2017年３月21日） 
 

 

   
受益者のみなさまへ 

 

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。

さて、お手持ちの「ＵＳ短期ハイ・イールド債オー

プン 為替プレミアムコース（毎月決算型）」は、去

る３月21日に第33期の決算を行いましたので、法令

に基づいて第28期～第33期の運用状況をまとめてご

報告申し上げます。 

今後とも引き続きお引き立て賜りますようお願い

申し上げます。 

 

商品分類 追加型投信／海外／債券 

信託期間 2019年３月18日まで（2014年４月22日設定）

運用方針 
ファンド・オブ・ファンズ方式により、高水準
のインカムゲインの確保と信託財産の成長を
目指して運用を行います。 

主要運用対象 

ＵＳ短期ハイ・ 
イ ー ル ド 債 
オ ー プ ン 
為替プレミアム 
コ ー ス 
（毎月決算型） 

ショート・デュレーション・ハイ・
イールド・ボンド・ファンド カ
バード・コールクラス受益証券お
よびマネー・プール マザーファ
ンド受益証券 

シ ョ ー ト ・ 
デュレーション・ 
ハイ・イールド・ 
ボ ン ド ・ 
フ ァ ン ド 
カバード・コール 
ク ラ ス 

米ドル建の短期ハイ・イールド債券

マネー・プール 
マザーファンド 

わが国の公社債 

運用方法 

・米ドル建の短期ハイ・イールド債券を主要
投資対象とします。 

・保有する米ドル建資産について、円に対す
る米ドルのコール・オプションを売却する
ことでカバード・コール戦略を構築し、米
ドル高・円安となる場合の為替差益を放棄
する代わりに、オプション・プレミアムの
獲得による収益の上乗せを目指します。 

主な組入制限 
投資信託証券への投資割合には制限を設けま
せん。 

分配方針 

毎月18日（休業日の場合は翌営業日）に決算
を行い、収益分配方針に基づいて分配を行い
ます。分配対象額の範囲は、経費控除後の配
当等収益と売買益（評価益を含みます。）等の
全額とします。基準価額水準、市況動向、残存
信託期間等を勘案して、分配金額を決定しま
す。（ただし、分配対象収益が少額の場合には
分配を行わない場合もあります。） 

※ 当ファンドは、課税上、株式投資信託として取り扱われます。 
※ 公募株式投資信託は税法上、「NISA（少額投資非課税制度）およびジュ

ニアNISA（未成年者少額投資非課税制度）」の適用対象です。 
詳しくは販売会社にお問い合わせください。 
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当ファンドの仕組みは次の通りです。
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ＵＳ短期ハイ・イールド債オープン 為替プレミアムコース（毎月決算型）

本資料 の表記にあたって  

・原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合
計が合計欄の値とは一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。

・－印は組入れまたは売買がないことを示しています。 

 

○最近30期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額

債   券
組 入 比 率

債   券
先 物 比 率

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率 

純 資 産
総 額(分配落) 

税 込 み
分 配 金

期 中
騰 落 率

 円 円 ％ ％ ％ ％ 百万円

４期(2014年10月20日) 9,385 95 △2.7 0.0 － 98.0 47,071

５期(2014年11月18日) 9,394 95 1.1 0.0 － 98.0 45,230

６期(2014年12月18日) 8,963 95 △3.6 0.0 － 98.0 39,944

７期(2015年１月19日) 9,034 95 1.9 0.0 － 98.0 38,226

８期(2015年２月18日) 9,260 95 3.6 0.0 － 98.0 36,857

９期(2015年３月18日) 9,358 95 2.1 0.0 － 98.0 35,261

10期(2015年４月20日) 9,348 95 0.9 0.0 － 98.0 33,809

11期(2015年５月18日) 9,421 95 1.8 0.0 － 98.0 32,627

12期(2015年６月18日) 9,420 95 1.0 0.0 － 98.0 28,744

13期(2015年７月21日) 9,420 95 1.0 0.0 － 98.0 26,743

14期(2015年８月18日) 9,223 95 △1.1 0.0 － 98.0 24,629

15期(2015年９月18日) 9,037 95 △1.0 0.0 － 98.0 22,489

16期(2015年10月19日) 8,825 95 △1.3 0.0 － 98.0 21,043

17期(2015年11月18日) 8,843 95 1.3 0.0 － 98.0 20,202

18期(2015年12月18日) 8,293 95 △5.1 0.0 － 98.0 17,249

19期(2016年１月18日) 7,666 95 △6.4 0.0 － 98.0 15,271

20期(2016年２月18日) 7,339 95 △3.0 0.0 － 98.0 14,095

21期(2016年３月18日) 7,470 95 3.1 0.0 － 98.0 13,941

22期(2016年４月18日) 7,359 95 △0.2 0.0 － 98.0 13,515

23期(2016年５月18日) 7,434 95 2.3 0.0 － 98.0 13,526

24期(2016年６月20日) 7,130 95 △2.8 0.0 － 98.0 12,647

25期(2016年７月19日) 7,141 95 1.5 0.0 － 98.0 12,233

26期(2016年８月18日) 6,915 95 △1.8 0.0 － 98.0 11,503

27期(2016年９月20日) 6,973 95 2.2 － － 98.0 11,245

28期(2016年10月18日) 7,047 95 2.4 － － 98.0 11,017

29期(2016年11月18日) 7,092 95 2.0 － － 98.0 10,704

30期(2016年12月19日) 7,247 95 3.5 － － 98.0 10,401

31期(2017年１月18日) 7,057 95 △1.3 － － 98.0 9,634

32期(2017年２月20日) 7,075 95 1.6 － － 98.0 9,405

33期(2017年３月21日) 7,038 95 0.8 － － 98.0 9,006
 

（注） 当ファンドの基準価額は、投資対象とする投資信託証券については、前営業日の基準価額を基に計算しております。 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込み。 

（注） 当ファンドの値動きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチマーク等はありません。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「債券先物比率」は買建比率－売建比率。 
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ＵＳ短期ハイ・イールド債オープン 為替プレミアムコース（毎月決算型）

○当作成期中の基準価額と市況等の推移 

決 算 期 年 月 日 
基 準 価 額 債   券

組 入 比 率
債   券 
先 物 比 率 

投 資 信 託
証   券
組 入 比 率 騰 落 率

第28期 

(期  首) 円 ％ ％ ％ ％

2016年９月20日 6,973 － － － 98.0

９月末 7,043 1.0 － － 98.0

(期  末)  

2016年10月18日 7,142 2.4 － － 98.0

第29期 

(期  首)  

2016年10月18日 7,047 － － － 98.0

10月末 7,095 0.7 － － 98.0

(期  末)  

2016年11月18日 7,187 2.0 － － 98.0

第30期 

(期  首)  

2016年11月18日 7,092 － － － 98.0

11月末 7,172 1.1 － － 98.0

(期  末)  

2016年12月19日 7,342 3.5 － － 98.0

第31期 

(期  首)  

2016年12月19日 7,247 － － － 98.0

12月末 7,185 △0.9 － － 98.0

(期  末)  

2017年１月18日 7,152 △1.3 － － 98.0

第32期 

(期  首)  

2017年１月18日 7,057 － － － 98.0

１月末 7,150 1.3 － － 98.0

(期  末)  

2017年２月20日 7,170 1.6 － － 98.0

第33期 

(期  首)  

2017年２月20日 7,075 － － － 98.0

２月末 7,089 0.2 － － 98.0

(期  末)  

2017年３月21日 7,133 0.8 － － 98.0
 

（注） 当ファンドの基準価額は、投資対象とする投資信託証券については、前営業日の基準価額を基に計算しております。 

（注） 期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「債券先物比率」は買建比率－売建比率。 
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ＵＳ短期ハイ・イールド債オープン　為替プレミアムコース（毎月決算型）
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分配金再投資基準価額（左目盛）

基準価額等の推移

運用経過

当作成期中の基準価額等の推移について （第28期～第33期：2016/９/21～2017/３/21）

基準価額の動き
基準価額は当作成期首に比べ9.3％（分配金再投資ベース）の上昇
となりました。

第28期首： 6,973円
第33期末： 7,038円

（既払分配金 570円）
騰落率 ： 9.3％

（分配金再投資ベース）

・分配金再投資基準価額は、収益分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンドの

運用の実質的なパフォーマンスを示すものです。

・実際のファンドにおいては、分配金を再投資するかどうかについては、お客さまがご利用のコースにより異なり、ま

た、ファンドの購入価額により課税条件も異なるため、お客さまの損益の状況を示すものではない点にご留意くださ

い。

CS5_17300474_02_os7三菱UFJ国際_US短期ハイイールド債O為替プレミアム（毎月）_交運_運用経過.indd   1 2017/04/24   17:29:33

― 3 ―

02_669008_コメント_10pt.indd   3 2017/04/25   17:55:51



2

ＵＳ短期ハイ・イールド債オープン　為替プレミアムコース（毎月決算型）

基準価額の主な変動要因

上昇要因

・米ドル建の短期ハイ・イールド債券が上昇したことが、基準価額の上昇
要因となりました。

・カバード・コール戦略＊におけるオプション・プレミアムの獲得が、基
準価額の上昇要因となりました。

＊カバード・コール戦略

・外貨建資産を保有しつつ、当該通貨（対円）のコール・オプションを売却し、オプション・プレミアムを獲得する戦

略をいいます。この戦略により、原則として当該通貨が円に対して強く（円安に）なる場合の為替差益を得られなく

なりますが、その対価としてオプション・プレミアムの獲得による収益の上乗せが期待できます。

・売却するコール・オプションの権利行使価格は、取引時点の円に対する米ドルの為替レートと同水準とします。

・原則として、売却したコール・オプションが満期を迎えるごとに、新たに円に対する米ドルのコール・オプションを

売却し、カバード・コール戦略を再構築します。
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ＵＳ短期ハイ・イールド債オープン　為替プレミアムコース（毎月決算型）

投資環境について （第28期～第33期：2016/９/21～2017/３/21）

◎米国短期ハイ・イールド債券市況
・当作成期を通してみると、米国短期ハ
イ・イールド債券市場は上昇しまし
た。

・同市場は、米連邦準備制度理事会（Ｆ
ＲＢ）による利上げ観測が高まる局面
で一時的に反落する場面も見られまし
たが、2016年11月の米国大統領選挙で
勝利したトランプ氏率いる新政権が掲
げる減税や財政支出拡大などの政策が
米国景気を押し上げるとの見方が強
まったことに加え、原油価格が上昇し
たことなどを背景に、当作成期を通じ
て概ね一本調子で上昇しました。

（注）現地日付ベースで記載しております。

（注）出所：ＢofＡメリルリンチ、同社の許諾を受けて使用

しています。ＢofＡメリルリンチは、ＢofＡメリルリ

ンチの指数を“現状有姿”で使用許諾しており、当該

指数について保証を行うものではありません。ＢofＡ

メリルリンチは、当該指数又は当該指数に含まれ、関

連し、若しくは当該指数から派生するデータの適合性、

品質、正確性、適時性及び／又は完全性を保証してお

らず、かかる指数又はデータの使用に関して何ら責任

を負うものではありません。また、ＢofＡメリルリン

チは、三菱ＵＦＪ国際投信又はその商品・サービスに

ついて、援助、支援又は推奨をするものではありませ

ん。
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ＵＳ短期ハイ・イールド債オープン　為替プレミアムコース（毎月決算型）

◎国内短期金融市場
＜無担保コール翌日物金利の推移＞
・日本銀行による金融緩和政策の影響を受けて、無担保コール翌日物金利は０％を下回る
水準で推移しました。日本銀行のマイナス金利の適用を受けて、足下ではマイナス
0.04％程度で推移しました。

＜国庫短期証券（３ヵ月物）の利回りの推移＞
・日本銀行による短期国債の買入れや短期国債の需給の引き締まりなどから、国庫短期証
券（３ヵ月物）の利回りはマイナス0.2％を下回る水準で推移しました。2016年12月末
にはマイナス0.45％程度まで低下しました。その後、短期国債の入札不調などから上昇
傾向となり、足下はマイナス0.34％程度で推移しました。

（注）現地日付ベースで記載しております。
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為替レート（円・米ドル）

為替市況の推移
（当作成期首を100として指数化）

◎為替市況
・当作成期を通してみると、米ドルは対
円で上昇しました。

・当作成期首から2016年12月中旬にかけ
ては、ＦＲＢによる利上げ観測の高ま
りなどを受け日米金利差が拡大したこ
とや、米国のトランプ新政権による各
種景気刺激策への期待などを背景に投
資家のリスク選好姿勢が強まったこと
などから、米ドルは対円で上昇しまし
た。その後は、米国のトランプ新政権
が掲げる政策を巡る不透明感の高まり
などを受け米ドルは対円で小幅に反落
しましたが、当作成期を通じてみると
米ドルは対円で上昇しました。
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ＵＳ短期ハイ・イールド債オープン　為替プレミアムコース（毎月決算型）

当該投資信託のポートフォリオについて

＜ＵＳ短期ハイ・イールド債オープン　為替プレミアムコース（毎月決算型）＞
・当作成期を通じて、円建の外国投資信託であるショート・デュレーション・ハイ・イー
ルド・ボンド・ファンド　カバード・コールクラス受益証券を高位に組み入れ、マ
ネー・プール　マザーファンド受益証券への投資も行いました。

・その結果、基準価額（分配金再投資ベース）は当作成期首に比べ、上昇しました。

＜ショート・デュレーション・ハイ・イールド・ボンド・ファンド　カバード・コールク
ラス＞
・主として米ドル建＊１の短期ハイ・イールド債券＊２に投資を行い、保有する米ドル建資産

について、円に対する米ドルのコール・オプションを売却することでカバード・コール
戦略を構築しました。
＊１　米国の発行体以外の発行体が米ドル建で発行する債券を含みます。
＊２　当ファンドにおいて「ハイ・イールド債券」とは、格付機関による格付がＢＢ＋格相当以下の社債をいいま

す。また、社債には、政府が出資する法人等が発行する債券を含みます。

・５年以内に満期を迎える短期の債券＊１に投資を行い、現地2017年２月末時点のデュレー
ション＊２は1.0となりました。
＊１　当ファンドにおいて「短期の債券」とは、５年以内に満期を迎える債券をいい、満期までの期間が１年未満

の債券に限りません。
＊２　デュレーションとは、「金利変動に対する債券価格の変動性」を示すもので、債券はデュレーションが大き

いほど、金利変動に対する価格の変動が大きくなる傾向があります。デュレーションは債券先物を含めて計
算しています。

・銘柄の選定にあたっては、コスト上昇時においても販売価格に転嫁することで高い利益
率を維持できる企業や、信用力が高いにもかかわらず、大手企業と比較して割安に放置
されている中堅企業などへ積極的に投資を行いました。また、相対的に高い成長が見込
まれる米国に対するビジネス依存度が高い企業に対しては、積極姿勢としました。

・個別銘柄選択の結果、現地2017年２月末時点の格付別組入比率は、ＢＢ格：28.7％、Ｂ
格：50.0％、ＣＣＣ格：14.4％、ＣＣ格以下：2.6％としました。また、現地2017年２月
末時点のセクター別組入比率上位３セクターは、サービス：13.1％、素材：12.4％、運
輸：10.8％としました。
※比率は、ショート・デュレーション・ハイ・イールド・ボンド・ファンド全体の純資産総額に対する割合です。
※保有している債券に係る格付において、Ｓ＆Ｐ社、Moody's社およびFitch社により格付が付与されている銘柄に
ついては、最も高い格付をＳ＆Ｐ社の表示方法で表記しています。なお、当該格付がない場合には、モルガン・
スタンレー・インベストメント・マネジメント・インクが相当とみなした格付に含めて表示しています。（出
所：Bloomberg、モルガン・スタンレー・インベストメント・マネジメント・インク）

※セクター分類は、BofA Merrill Lynchによります。

・前記の運用を行った結果、当作成期は、消費財セクターや運輸セクター内における一部
銘柄で価格が大きく回復したことなどが基準価額にプラスに寄与しました。

・また、カバード・コール戦略においては、オプション・プレミアムの獲得などがプラス
に寄与しました。

（注）当記載は、ショート・デュレーション・ハイ・イールド・ボンド・ファンドの資料を基に、三菱ＵＦＪ国際投信
が作成したものです。
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ＵＳ短期ハイ・イールド債オープン　為替プレミアムコース（毎月決算型）

（ご参考）
カバード・コール戦略の状況
（2017年２月22日時点）

オプション・プレミアム（年率）＊１ 16.23％

カバー率＊２ 98.89％

平均権利行使期間＊３ 約１ヵ月

（出所：クレディ・スイス・インターナショナルの資料に

基づき三菱ＵＦＪ国際投信作成）

＊１　保有する米ドル建資産に対するオプション・プレミアムの比率を年率換算したものです。

＊２　保有する米ドル建資産に対する売却したコール・オプションの想定元本ベースでの比率です。

＊３　権利行使期間は、原則として取引時点から概ね１ヵ月以内としています。（変更される可能性があります。）

なお、平均権利行使期間の平均とは、複数コール・オプションを保有している場合は想定元本で加重平均したもの

を示しています。

＜マネー・プール　マザーファンド＞
・わが国の国債やコール・ローンおよびＣＰ現先取引などへの投資を通じて、利子等収益
の確保を図りました。その結果、利子等収益は積み上がったものの、運用資金に対する
マイナス金利適用などの影響を受けて、基準価額は当作成期首と比べて横ばいとなりま
した。

当該投資信託のベンチマークとの差異について

・当ファンドの値動きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチマーク等はありませ
ん。

・従って、ベンチマークおよび参考指数との対比は表記できません。
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ＵＳ短期ハイ・イールド債オープン　為替プレミアムコース（毎月決算型）

分配金について

収益分配金につきましては、基準価額水準、市況動向、残存信託期間等を勘案し、次表の
通りとさせていただきました。収益分配に充てなかった利益（留保益）につきましては、
信託財産中に留保し、運用の基本方針に基づいて運用します。

【分配原資の内訳】 （単位：円、１万口当たり、税込み）

項目

第28期 第29期 第30期 第31期 第32期 第33期

2016年９月21日～
2016年10月18日

2016年10月19日～
2016年11月18日

2016年11月19日～
2016年12月19日

2016年12月20日～
2017年１月18日

2017年１月19日～
2017年２月20日

2017年２月21日～
2017年３月21日

当期分配金 95 95 95 95 95 95

（対基準価額比率） 1.330％ 1.322％ 1.294％ 1.328％ 1.325％ 1.332％

当期の収益 95 95 95 95 95 95

当期の収益以外 － － － － － －

翌期繰越分配対象額 1,677 1,712 1,763 1,809 1,860 1,883

（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率と

は異なります。

（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合がありま

す。
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ＵＳ短期ハイ・イールド債オープン　為替プレミアムコース（毎月決算型）

今後の運用方針

＜ＵＳ短期ハイ・イールド債オープン　為替プレミアムコース（毎月決算型）＞
◎今後の運用方針
・引き続き、円建の外国投資信託であるショート・デュレーション・ハイ・イールド・ボ
ンド・ファンド　カバード・コールクラス受益証券を主要投資対象とします。また、マ
ネー・プール　マザーファンド受益証券へも投資を行います。

＜ショート・デュレーション・ハイ・イールド・ボンド・ファンド　カバード・コールク
ラス＞
◎運用環境の見通し
・米国短期ハイ・イールド債券市場については、米国をはじめ世界経済の回復が見込まれ
ることや、日本銀行や欧州中央銀行（ＥＣＢ）による金融緩和姿勢が当面続くとみられ
ることなどが、同市場の下支え要因になると考えられます。また、多くの発行企業が比
較的健全な財務内容を維持していることや、低金利下で借り換え（リファイナンス）を
済ませていることなどは、同市場にとって好材料になるとみています。このような市場
環境を踏まえると、同市場の回復が継続すると考えています。

◎今後の運用方針
・引き続き、主として米ドル建の短期ハイ・イールド債券に投資を行い、保有する米ドル
建資産について、円に対する米ドルのコール・オプションを売却することでカバード・
コール戦略を構築します。

・今後については、コスト上昇時においても販売価格に転嫁することで高い利益率を維持
できる企業や、信用力が高いにもかかわらず、大手企業と比較して割安に放置されてい
る中堅企業などへの投資に妙味があるとみています。また、米国についてはトランプ政
権が掲げる経済政策および財政政策が国内景気の押し上げ要因となるとの期待が広がる
中、相対的に高い成長が見込まれる同国に対するビジネス依存度が高い企業に対して
は、積極姿勢を維持します。足下、商品価格は底堅く推移していることから、エネル
ギー・素材セクターの先行きに対する不透明感は後退していると考えます。しかし、エ
ネルギー・素材セクター内では企業ファンダメンタルズに格差が生じやすい環境となっ
ていることから、今まで以上に銘柄選択を慎重に行っていく方針です。

（注）当記載は、ショート・デュレーション・ハイ・イールド・ボンド・ファンドの資料を基に、三菱ＵＦＪ国際投信
が作成したものです。

＜マネー・プール　マザーファンド＞
◎運用環境の見通し
・原油価格の上昇などを背景に物価は緩やかに上昇していくと予想していますが、日本銀
行の物価目標である２％には届かないと考えています。したがって、今後も金融緩和政
策が継続すると想定されることから、短期金利は低位で推移すると予想しています。

◎今後の運用方針
・わが国の国債や短期国債（国庫短期証券）現先取引、コール・ローンおよびＣＰ現先取
引等への投資を通じて、安定した収益の確保や常時適正な流動性の保持をめざした運用
を行います。
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ＵＳ短期ハイ・イールド債オープン 為替プレミアムコース（毎月決算型）

○１万口当たりの費用明細 (2016年９月21日～2017年３月21日) 

項 目 
第28期～第33期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 39  0.554 (a)信託報酬＝作成期中の平均基準価額×信託報酬率× 
           （作成期中の日数÷年間日数） 

 （ 投 信 会 社 ） (15)  (0.215) ファンドの運用・調査、受託会社への運用指図、基準価額の算出、目論見書
等の作成等の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (23)  (0.323) 交付運用報告書等各種書類の送付、顧客口座の管理、購入後の情報提供等 
の対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 1)  (0.016) ファンドの財産の保管および管理、委託会社からの運用指図の実行等の対価

（b） そ の 他 費 用 0   0.002  (b)その他費用＝作成期中のその他費用÷作成期中の平均受益権口数 

 （ 監 査 費 用 ） ( 0)  (0.002) ファンドの決算時等に監査法人から監査を受けるための費用 

 合 計 39   0.556   

作成期中の平均基準価額は、7,122円です。  

 
（注） 作成期間の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出し

た結果です。 

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） その他費用は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを含みます。 

（注） 各項目の費用は、このファンドが組み入れている投資信託証券（マザーファンドを除く。）が支払った費用を含みません。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を作成期間の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ご

とに小数第３位未満は四捨五入してあります。 

 

○売買及び取引の状況 (2016年９月21日～2017年３月21日) 

 

 

銘 柄 
第28期～第33期 

買 付 売 付 
口 数 金 額 口 数 金 額 

国 
内 

 千口 千円 千口 千円 
ショート・デュレーション・ハイ・イールド・
ボンド・ファンド カバード・コールクラス

2,392,233 1,345,190 5,812,238 3,303,000 
 

（注） 金額は受渡代金。 

 

投資信託証券 



品 名：03_90003_148164_033_02_ＵＳ短期ハイ･イールド債オープン 為替プレミアムコース（毎月決算型）_669008.docx 

日 時：2017/4/25 17:53:00 

ページ：12 

 

― 12 ― 

ＵＳ短期ハイ・イールド債オープン 為替プレミアムコース（毎月決算型）

○利害関係人との取引状況等 (2016年９月21日～2017年３月21日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○組入資産の明細 (2017年３月21日現在) 

 

銘 柄 
第27期末 第33期末 

口 数 口 数 評 価 額 比 率 

 千口 千口 千円 ％
ショート・デュレーション・ハイ・イールド・ボンド・
ファンド カバード・コールクラス 

19,373,748 15,953,743 8,825,610 98.0

合 計 19,373,748 15,953,743 8,825,610 98.0
 

（注） 比率はＵＳ短期ハイ・イールド債オープン 為替プレミアムコース（毎月決算型）の純資産総額に対する比率。 

 

 

銘 柄 
第27期末 第33期末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円

マネー・プール マザーファンド 99 99 100
 
 
 

○投資信託財産の構成 (2017年３月21日現在) 

項 目 
第33期末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％

投資信託受益証券 8,825,610 96.1

マネー・プール マザーファンド 100 0.0

コール・ローン等、その他 361,758 3.9

投資信託財産総額 9,187,468 100.0
 
 
 

親投資信託残高 
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ＵＳ短期ハイ・イールド債オープン 為替プレミアムコース（毎月決算型）

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 

項 目 
第28期末 第29期末 第30期末 第31期末 第32期末 第33期末 

2016年10月18日現在 2016年11月18日現在 2016年12月19日現在 2017年１月18日現在 2017年２月20日現在 2017年３月21日現在

  円 円 円 円 円 円

(A) 資産 11,259,636,199   10,963,033,619  10,621,726,966  9,860,358,991  9,620,470,370   9,187,468,964  

 コール・ローン等 410,043,688   415,836,840  361,446,393  384,602,342  363,310,735   323,757,987  

 投資信託受益証券(評価額) 10,797,492,482   10,490,096,750  10,192,180,544  9,439,656,620  9,216,059,606   8,825,610,948  

 マネー・プール マザーファンド(評価額) 100,029   100,029  100,029  100,029  100,029   100,029  

 未収入金 52,000,000   57,000,000  68,000,000  36,000,000  41,000,000   38,000,000  

(B) 負債 241,783,525   258,815,863  220,490,316  225,674,665  215,104,878   180,850,932  

 未払収益分配金 148,522,560   143,382,331  136,355,200  129,707,933  126,291,932   121,564,692  

 未払解約金 83,661,113   105,072,126  74,077,224  86,722,233  79,076,261   51,003,898  

 未払信託報酬 9,562,202   10,320,749  10,018,480  9,208,187  9,698,575   8,249,926  

 未払利息 525   588  517  560  460   385  

 その他未払費用 37,125   40,069  38,895  35,752  37,650   32,031  

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 11,017,852,674   10,704,217,756  10,401,236,650  9,634,684,326  9,405,365,492   9,006,618,032  

 元本 15,633,953,758   15,092,876,985  14,353,178,963  13,653,466,735  13,293,887,654   12,796,283,399  

 次期繰越損益金 △ 4,616,101,084   △ 4,388,659,229  △ 3,951,942,313  △ 4,018,782,409  △ 3,888,522,162   △ 3,789,665,367  

(D) 受益権総口数 15,633,953,758口 15,092,876,985口 14,353,178,963口 13,653,466,735口 13,293,887,654口 12,796,283,399口

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 7,047円 7,092円 7,247円 7,057円 7,075円 7,038円
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ＵＳ短期ハイ・イールド債オープン 為替プレミアムコース（毎月決算型）

○損益の状況 

項 目 
第28期 第29期 第30期 第31期 第32期 第33期 

2016年９月21日～ 
2016年10月18日 

2016年10月19日～
2016年11月18日

2016年11月19日～
2016年12月19日

2016年12月20日～
2017年１月18日

2017年１月19日～ 
2017年２月20日 

2017年２月21日～
2017年３月21日

  円 円 円 円 円 円

(A) 配当等収益 233,316,550   205,971,705  215,103,024  201,265,252  204,046,901   159,651,153  

 受取配当金 233,324,046   205,981,470  215,113,400  201,273,858  204,054,996   159,656,866  

 受取利息 545   －  －  432  521   293  

 支払利息 △        8,041   △        9,765  △       10,376  △        9,038  △        8,616   △        6,006  

(B) 有価証券売買損益 41,049,324   15,455,389  152,939,346  △  321,813,418  △   43,785,396   △   76,515,476  

 売買益 212,742,963   216,992,165  364,331,916  19,434,655  138,987,141   56,721,361  

 売買損 △  171,693,639   △  201,536,776  △  211,392,570  △  341,248,073  △  182,772,537   △  133,236,837  

(C) 信託報酬等 △    9,599,327   △   10,360,818  △   10,057,375  △    9,243,939  △    9,736,225   △    8,281,957  

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 264,766,547   211,066,276  357,984,995  △  129,792,105  150,525,280   74,853,720  

(E) 前期繰越損益金 △4,363,349,308   △4,089,199,075  △3,813,995,768  △3,407,968,924  △3,547,167,186   △3,380,703,360  

(F) 追加信託差損益金 △  368,995,763   △  367,144,099  △  359,576,340  △  351,313,447  △  365,588,324   △  362,251,035  

 (配当等相当額) (    304,256,417)  (    299,686,876) (    290,924,406) (    282,522,196) (    289,228,216)  (    284,827,789) 

 (売買損益相当額) (△  673,252,180)  (△  666,830,975) (△  650,500,746) (△  633,835,643) (△  654,816,540)  (△  647,078,824) 

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) △4,467,578,524   △4,245,276,898  △3,815,587,113  △3,889,074,476  △3,762,230,230   △3,668,100,675  

(H) 収益分配金 △  148,522,560   △  143,382,331  △  136,355,200  △  129,707,933  △  126,291,932   △  121,564,692  

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) △4,616,101,084   △4,388,659,229  △3,951,942,313  △4,018,782,409  △3,888,522,162   △3,789,665,367  

 追加信託差損益金 △  368,995,763   △  367,144,099  △  359,576,340  △  351,313,447  △  365,588,324   △  362,251,035  

 (配当等相当額) (    304,256,417)  (    299,686,876) (    290,924,406) (    282,522,196) (    289,228,216)  (    284,827,789) 

 (売買損益相当額) (△  673,252,180)  (△  666,830,975) (△  650,500,746) (△  633,835,643) (△  654,816,540)  (△  647,078,824) 

 分配準備積立金 2,318,907,723   2,285,643,093  2,240,567,978  2,187,872,440  2,184,123,720   2,125,749,171  

 繰越損益金 △6,566,013,044   △6,307,158,223  △5,832,933,951  △5,855,341,402  △5,707,057,558   △5,553,163,503  
 

（注） (B)有価証券売買損益は各期末の評価換えによるものを含みます。 

（注） (C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しています。 

（注） (F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 
 
＜注記事項＞ 

①作成期首（前作成期末）元本額 16,126,732,235円 

作成期中追加設定元本額 296,395,368円 

作成期中一部解約元本額 3,626,844,204円 

また、１口当たり純資産額は、作成期末0.7038円です。 

②純資産総額が元本額を下回っており、その差額は3,789,665,367円です。 

③分配金の計算過程 

項 目 
2016年９月21日～ 
2016年10月18日 

2016年10月19日～
2016年11月18日

2016年11月19日～
2016年12月19日

2016年12月20日～
2017年１月18日

2017年１月19日～ 
2017年２月20日 

2017年２月21日～
2017年３月21日

費用控除後の配当等収益額 225,153,282円 196,334,072円 209,224,488円 192,021,313円 194,310,676円 151,369,196円

費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益額 －円 －円 －円 －円 －円 －円

収益調整金額 304,256,417円 299,686,876円 290,924,406円 282,522,196円 289,228,216円 284,827,789円

分配準備積立金額 2,242,277,001円 2,232,691,352円 2,167,698,690円 2,125,559,060円 2,116,104,976円 2,095,944,667円

当ファンドの分配対象収益額 2,771,686,700円 2,728,712,300円 2,667,847,584円 2,600,102,569円 2,599,643,868円 2,532,141,652円

１万口当たり収益分配対象額 1,772円 1,807円 1,858円 1,904円 1,955円 1,978円

１万口当たり分配金額 95円 95円 95円 95円 95円 95円

収益分配金金額 148,522,560円 143,382,331円 136,355,200円 129,707,933円 126,291,932円 121,564,692円
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ＵＳ短期ハイ・イールド債オープン 為替プレミアムコース（毎月決算型）

○分配金のお知らせ  

 第28期 第29期 第30期 第31期 第32期 第33期 

１万口当たり分配金（税込み） 95円 95円 95円 95円 95円 95円
 
◆分配金は各決算日から起算して５営業日までにお支払いを開始しております。 

◆分配金を再投資される方のお手取分配金は、各決算日現在の基準価額に基づいて、みなさまの口座に繰り入れて再投資いたしました。

◆課税上の取り扱い 

・分配金は、分配後の基準価額と個々の受益者の個別元本との差により、課税扱いとなる「普通分配金」と、非課税扱いとなる「元本払戻金

（特別分配金）」に分かれます。 

・分配後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合は、全額が普通分配金となります。分配後の基準価額が個別元本を下回る場合には、

下回る部分の額が元本払戻金（特別分配金）となり、残りの額が普通分配金となります。 

・元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時に個々の受益者の個別元本から当該元本払戻金（特別分配金）を控除した額

が、その後の個々の受益者の個別元本となります。 

・個人受益者が支払いを受ける収益分配金のうち普通分配金については配当所得として課税され、原則として、20.315％（所得税15％、復興

特別所得税0.315％、地方税５％）の税率で源泉徴収（申告不要）されます。確定申告を行い、総合課税・申告分離課税を選択することも

できます。 

 

※法人受益者に対する課税は異なります。 

※課税上の取扱いの詳細については、税務専門家等にご確認されることをお勧めします。 

※税法が改正された場合等には、上記内容が変更になることがあります。 

※NISAおよびジュニアNISAをご利用の場合、毎年、一定額の範囲で新たに購入した公募株式投資信託などから生じる配当所得および譲渡所

得が一定期間非課税となります。 

 

＊三菱ＵＦＪ国際投信では本資料のほかに当ファンドに関する情報等の開示を行っている場合があります。詳しくは、取り扱い販売会社に

お問い合わせいただくか、当社ホームページ（http://www.am.mufg.jp/）をご覧ください。 

 
［ お 知 ら せ ］ 

2014年１月１日から、2037年12月31日までの間、普通分配金並びに解約時又は償還時の差益に対し、所得税15％に2.1％の率を乗じた復興

特別所得税が付加され、20.315％（所得税15％、復興特別所得税0.315％、地方税５％（法人受益者は15.315％の源泉徴収が行われます。））

の税率が適用されます。 
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ＵＳ短期ハイ・イールド債オープン 為替プレミアムコース（毎月決算型）

○（参考情報）親投資信託の組入資産の明細 (2017年３月21日現在) 

＜マネー・プール マザーファンド＞ 
 下記は、マネー・プール マザーファンド全体(391,051千口)の内容です。 

 

区 分 
第33期末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％

コマーシャル・ペーパー 299,999 76.4
 

（注） 比率は、親投資信託の純資産総額に対する評価額の割合。 

 

 

国内その他有価証券 



15－　　－

ショート・デュレーション・ハイ・イールド・ボンド・ファンド　カバード・コールクラス

〈参考〉投資する投資信託証券およびその概要

　当ファンドは、ＵＳ短期ハイ・イールド債オープン　為替プレミアムコース（毎月決算型）が投資対象と
する円建の外国投資信託証券です。

■当ファンドの仕組みは次の通りです。

名 称
ショート・デュレーション・ハイ・イールド・ボンド・ファンド　カバード・コールクラス
（以下、当ファンドの仕組みにおいて「投資先ファンド」といいます。）

運 用 方 針

１．主として米ドル建＊１の短期ハイ・イールド債券＊２に投資を行います。
・主としてＢ－格相当以上＊３の短期ハイ・イールド債券に投資を行います。
・原則として、ＣＣＣ＋格相当以下＊３の債券には投資を行いません。ただし、保有している
債券が格下げされた場合を除きます。

・米ドル建の投資適格社債＊４、米国国債等に投資を行うことがあります。
・ハイ・イールド債券の投資割合は、原則として純資産総額の70％以上とします。
・米国の発行体以外の発行体により発行された債券の投資割合は、取得時において、純資産総
額の25％以下とします。

・単一の発行体により発行された債券（米国国債を除きます。）の投資割合は、取得時におい
て、純資産総額の５％以下とします。

・５年以内に満期を迎える短期の債券＊５に投資を行い、ポートフォリオのデュレーション＊６

は原則として２（年）以下とします。
・市場金利予測に基づき、保有する債券について債券先物を売り建て、金利変動リスクの低減
をはかることがあります。

＊１．米国の発行体以外の発行体が米ドル建で発行する債券を含みます。
＊２．投資先ファンドおいて「ハイ・イールド債券」とは、格付機関による格付がＢＢ＋格相当以下＊３の社債をいいます。ま

た、社債には、政府が出資する法人等が発行する債券を含みます。
＊３．S&P社、Moody's社およびFitch社の格付のうち最も高い格付が適用されます。また、これら３格付機関のいずれも格付

を付与していない場合には、モルガン・スタンレー・インベストメント・マネジメント・インクが、同等の信用格付状
況にあるかを判断します。以下同じ。

＊４．投資先ファンドにおいて「投資適格社債」とは、格付機関による格付がＢＢＢ－格相当以上＊３の社債をいいます。
＊５．投資先ファンドにおいて「短期の債券」とは、５年以内に満期を迎える債券をいい、満期までの期間が１年未満の債券

に限りません。
＊６．投資先ファンドにおいて「デュレーション」とは、期限前償還条項等の影響を調整したデュレーション（実効デュレー

ション）をいいます。デュレーションは「債券の利回りが変化したときの債券価格の変動性」を示す指標であり、この
値が大きいほど、利回りが変動したときの債券価格の変動が大きくなります。

２．カバード・コールクラスでは以下の為替戦略をとります。
・保有する米ドル建資産について、円に対する米ドルのコール・オプションを売却しカバー
ド・コール戦略を構築します。

※保有する米ドル建資産について、円に対する米ドルのコール・オプション（対円で米ドルを
買う権利）を売却します。

※売却するコール・オプションの権利行使価格は、取引時点の円に対する米ドルの為替レート
と同水準とします。

※原則として、売却したコール・オプションが満期を迎えるごとに、新たに円に対する米ドル
のコール・オプションを売却し、カバード・コール戦略を再構築します。

※コール・オプションの売却はクレディ・スイス・インターナショナルを通じて行います。
３．資金動向や市況動向等の事情によっては、前記のような運用ができない場合があります。

投 資 顧 問 会 社 モルガン・スタンレー・インベストメント・マネジメント・インク

信 託 期 限 無期限

設 定 日 2014年４月22日

会 計 年 度 末 毎年12月末
収 益 分 配 原則として、毎月分配を行います。

「モルガン・スタンレー・インベストメント・マネジメント・インク」について

　モルガン・スタンレー・インベストメント・マネジメント・インクは、モルガン・スタンレー・インベストメント・マネジメントの米国

拠点です。モルガン・スタンレー・インベストメント・マネジメントは、モルガン・スタンレーの資産運用部門として、様々な運用戦略を

世界の投資家に提供しています。
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ショート・デュレーション・ハイ・イールド・ボンド・ファンド

ショート・デュレーション・ハイ・イールド・ボンド・ファンド
損益計算書、純資産変動計算書、有価証券明細表は、入手可能なFinancial Statementsから抜粋し、
編集および一部翻訳したものです。

１．損益計算書

2015年12月31日終了年度（2015年１月１日～2015年12月31日） 米ドル 

収益

受取配当金

債券利息

その他の収益

費用

管理者報酬

創業費償却

デリバティブ管理代行手数料

投資顧問料

運用受託報酬

その他の費用

専門家報酬

サブカストディアン費用

受託者報酬

投資純利益

投資証券売却に係る実現純損益

為替予約取引に係る実現純損益

その他為替取引に係る実現純損益

先物取引に係る実現純損益

オプション取引に係る実現純損益

当期実現純損失

未実現評価損益の純変動：

‐投資

‐為替予約取引

‐その他資産負債に係る外国為替取引

‐先物取引

‐オプション取引

営業活動による純資産の減少

（注）　（　）内の金額は、マイナスの金額です。
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ショート・デュレーション・ハイ・イールド・ボンド・ファンド

２．純資産変動計算書

2015年12月31日終了年度（2015年１月１日～2015年12月31日） 米ドル 

期首の純資産

投資純利損益

投資証券売却に係る実現純損益

為替予約取引に係る実現純損益

その他為替取引に係る実現純損益

先物取引に係る実現純損益

オプション取引に係る実現純損益

未実現評価損益の純変動

‐投資

‐為替予約取引

‐その他為替取引

‐先物取引

‐オプション取引

申込み

カバードコールクラス

ＪＰＹクラス

ＵＳＤクラス

償還

カバードコールクラス

ＪＰＹクラス

ＵＳＤクラス

配当

カバードコールクラス

ＪＰＹクラス

ＵＳＤクラス

期末の純資産

（注）　（　）内の金額は、マイナスの金額です。
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ショート・デュレーション・ハイ・イールド・ボンド・ファンド

３．有価証券明細表
（2015年12月31日現在）

（米ドルで表記）

銘柄 通貨 額面/数量 原価 時価 純資産比率
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ショート・デュレーション・ハイ・イールド・ボンド・ファンド

（2015年12月31日現在）

（米ドルで表記）

銘柄 通貨 額面/数量 原価 時価 純資産比率
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ショート・デュレーション・ハイ・イールド・ボンド・ファンド

（2015年12月31日現在）

（米ドルで表記）

銘柄 通貨 額面/数量 原価 時価 純資産比率

90003_【本文】ショート・デュレーション・ハイ・イールド・ボンド・ファンド_649833.indd   5 2016/11/11   15:10:32

― 22 ―

04_669008_外投_10pt.indd   22 2017/04/25   17:56:18



ショート・デュレーション・ハイ・イールド・ボンド・ファンド

約定日 決済日 通貨 売却 通貨 取得 価格（米ドル）
未実現

評価益（米ドル） 取引相手

約定日 決済日 通貨 売却 通貨 取得 価格（米ドル）
未実現

評価損（米ドル） 取引相手

銘柄 オプション価格 通貨 想定元本
未実現

評価益（米ドル） 約定（米ドル）

.

.

.

（2015年12月31日現在）

為替予約取引

オプション取引
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マネー・プール マザーファンド154024 

 

 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期
基 準 価 額

債   券
組 入 比 率

債   券 
先 物 比 率 

純 資 産
総 額 

期 中
騰 落 率

 円 ％ ％ ％ 百万円

11期(2015年１月14日) 10,047 0.0 84.8 － 1,179

12期(2015年７月14日) 10,049 0.0 85.2 － 821

13期(2016年１月14日) 10,049 0.0 70.3 － 852

14期(2016年７月14日) 10,050 0.0 62.2 － 241

15期(2017年１月16日) 10,047 △0.0 － － 355
 

（注） 当ファンドの値動きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチマーク等はありません。 

（注） 「債券先物比率」は買建比率－売建比率。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 債   券 

組 入 比 率 
債   券
先 物 比 率 騰 落 率

(期  首) 円 ％ ％ ％

2016年７月14日 10,050 － 62.2 －

７月末 10,049 △0.0 63.1 －

８月末 10,048 △0.0 66.0 －

９月末 10,047 △0.0 － －

10月末 10,047 △0.0 － －

11月末 10,047 △0.0 － －

12月末 10,047 △0.0 － －

(期  末)  

2017年１月16日 10,047 △0.0 － －
 

（注） 騰落率は期首比。 

（注） 「債券先物比率」は買建比率－売建比率。 

マネー・プール マザーファンド 

《第15期》決算日2017年１月16日 

[計算期間：2016年７月15日～2017年１月16日] 

「マネー・プール マザーファンド」は、１月16日に第15期の決算を行いました。 

以下、法令・諸規則に基づき、当マザーファンドの第15期の運用状況をご報告申し上げます。 
 

運 用 方 針 わが国の公社債に投資し、安定した収益の確保を目指して運用を行います。 

主 要 運 用 対 象 わが国の公社債 

主 な 組 入 制 限 外貨建資産への投資は行いません。 
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マネー・プール マザーファンド

○運用経過 
●当期中の基準価額等の推移について 

◎基準価額の動き 
基準価額は期首に比べて0.03％の下落となりま

した。 

 

 
 

●投資環境について 

◎国内短期金融市場 
＜無担保コール翌日物金利の推移＞ 

・ 日銀による金融緩和政策の影響を受けて、無担

保コール翌日物金利は０％を下回る水準で推移

しました。日銀のマイナス金利の適用を受けて、

足下ではマイナス0.05％程度で推移しました。 

 

＜国庫短期証券（３ヵ月物）の利回りの推移＞ 

・ 日銀による短期国債の買入れや短期国債の需給

の引き締まりなどから、国庫短期証券（３ヵ月

物）の利回りはマイナス0.2％を下回る水準で推

移しました。2016年12月末にはマイナス0.45％

まで低下しました。その後、短期国債の入札不

調などから上昇傾向となり、足下はマイナス

0.27％程度で推移しました。 

 

●当該投資信託のポートフォリオについて 
・わが国の国債やコール・ローンおよびＣＰ現先

取引などへの投資を通じて、安定した収益の確

保や常時適正な流動性の保持をめざした運用を

行いましたが、運用資金に対するマイナス金利

適用などの影響を受けて、基準価額は期首と比

べて下落しました。 

 

○今後の運用方針 
◎運用環境の見通し 
・ 原油価格の上昇などを背景に物価は緩やかに上

昇していくと予想していますが、日銀の物価目

標である２％には届かないと考えています。し

たがって、今後も金融緩和政策が継続すると想

定されることから、短期金利は低位で推移する

と予想しています。 

 

◎今後の運用方針 
・ わが国の国債や短期国債（国庫短期証券）現先

取引、コール・ローンおよびＣＰ現先取引など

への投資を通じて、安定した収益の確保や常時

適正な流動性の保持をめざした運用を行います。 
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マネー・プール マザーファンド

○１万口当たりの費用明細 (2016年７月15日～2017年１月16日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○売買及び取引の状況 (2016年７月15日～2017年１月16日) 

 

 

 買 付 額 売 付 額 

国 

内 

 千円 千円 
国債証券 － － 
 (150,000)

 
（注） 金額は受渡代金。（経過利子分は含まれておりません。） 

（注） ( )内は償還等による増減分です。 

 

 

 買 付 額 売 付 額 

国 
内 

 千円 千円 
コマーシャル・ペーパー 16,099,992 15,799,993 

 
（注） 金額は受渡代金。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2016年７月15日～2017年１月16日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○組入資産の明細 (2017年１月16日現在) 

 

区 分 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％

コマーシャル・ペーパー 299,999 84.4
 

（注） 比率は、純資産総額に対する評価額の割合。 

 

公社債 

その他有価証券 

国内その他有価証券 
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マネー・プール マザーファンド

○投資信託財産の構成 (2017年１月16日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％

その他有価証券 299,999 84.4

コール・ローン等、その他 55,403 15.6

投資信託財産総額 355,402 100.0
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マネー・プール マザーファンド

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2017年１月16日現在) 

項 目 当 期 末 

  円

(A) 資産 355,402,840  

 コール・ローン等 55,403,013  

 その他有価証券(評価額） 299,999,827  

(B) 負債 192  

 未払解約金 112  

 未払利息 80  

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 355,402,648  

 元本 353,746,538  

 次期繰越損益金 1,656,110  

(D) 受益権総口数 353,746,538口

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 10,047円
 
＜注記事項＞ 

①期首元本額 240,621,739円 

期中追加設定元本額 527,320,395円 

期中一部解約元本額 414,195,596円 

また、１口当たり純資産額は、期末1.0047円です。 

○損益の状況 (2016年７月15日～2017年１月16日) 

項 目 当 期 

  円

(A) 配当等収益 446,914  

 受取利息 465,423  

 支払利息 △   18,509  

(B) 有価証券売買損益 △  511,500  

 売買損 △  511,500  

(C) 当期損益金(Ａ＋Ｂ) △   64,586  

(D) 前期繰越損益金 1,192,125  

(E) 追加信託差損益金 2,478,977  

(F) 解約差損益金 △1,950,406  

(G) 計(Ｃ＋Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 1,656,110  

 次期繰越損益金(Ｇ) 1,656,110  
 

（注） (B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。

（注） (E)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設

定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 

（注） (F)解約差損益金とあるのは、中途解約の際、元本から解約価額

を差し引いた差額分をいいます。 

 

②期末における元本の内訳（当親投資信託を投資対象とする投資信託ごとの元本額） 

世界好利回りＣＢファンド 2013-03 為替ヘッジあり 99,642円 

世界好利回りＣＢファンド 2013-03 円高ヘッジ・円安追随型 99,642円 

短期ハイ・イールド債ファンド（為替ヘッジあり）2013-12 99,582円 

短期ハイ・イールド債ファンド（為替ヘッジあり）2014-02 99,572円 

短期ハイ・イールド債ファンド（為替ヘッジあり）2014-03 99,572円 

短期ハイ・イールド債ファンド（為替ヘッジあり）2014-04 99,562円 

先進国高利回り社債ファンド（為替ヘッジあり）2014-09 99,553円 

先進国高利回り社債ファンド（為替ヘッジあり）2014-12 99,533円 

先進国高利回り社債ファンド（為替ヘッジなし・早期償還条項付）2014-12 99,533円 

先進国高利回り社債ファンド（為替ヘッジあり）2015-03 99,523円 

先進国高利回り社債ファンド（為替ヘッジなし）2015-03 99,523円 

先進国高利回り社債ファンド（為替ヘッジなし・早期償還条項付）2015-03 99,523円 

新興国公社債オープン（通貨選択型）円コース（毎月決算型） 1,692,054円 

新興国公社債オープン（通貨選択型）米ドルコース（毎月決算型） 200,000円 

新興国公社債オープン（通貨選択型）豪ドルコース（毎月決算型） 1,008,738円 

新興国公社債オープン（通貨選択型）南アフリカ・ランドコース（毎月決算型） 63,697円 

新興国公社債オープン（通貨選択型）ブラジル・レアルコース（毎月決算型） 6,316,452円 

新興国公社債オープン（通貨選択型）中国元コース（毎月決算型） 19,989円 

新興国公社債オープン（通貨選択型）マネー・プール・ファンド（年２回決算型） 7,175,109円 

世界投資適格債オープン（通貨選択型）円コース（毎月決算型） 5,154,901円 

世界投資適格債オープン（通貨選択型）米ドルコース（毎月決算型） 49,966円 

世界投資適格債オープン（通貨選択型）豪ドルコース（毎月決算型） 995,161円 

世界投資適格債オープン（通貨選択型）ブラジル・レアルコース（毎月決算型） 2,234,005円 

世界投資適格債オープン（通貨選択型）中国元コース（毎月決算型） 28,349円 

世界投資適格債オープン（通貨選択型）インドネシア・ルピアコース（毎月決算型） 1,013,875円 

世界投資適格債オープン（通貨選択型）マネー・プール・ファンドⅡ（年２回決算型） 6,982,652円 

マネー・プール・ファンドⅣ 1,144,801円 

マネー・プール・ファンドⅥ 225,471,608円 

マネー・プール・ファンドⅦ（適格機関投資家専用） 976,338円 

米国ハイ・イールド債オープン（通貨選択型）円コース（毎月決算型） 4,314,823円 

― 28 ―

05_669008_マザーファンド_10pt.indd   28 2017/04/25   17:56:35



品 名：90003_154024_015_03_マネー・プール マザーファンド_660938.docx 

日 時：2017/2/17 10:47:00 

ページ：6 

 

 

― 6 ― 

マネー・プール マザーファンド

米国ハイ・イールド債オープン（通貨選択型）米ドルコース（毎月決算型） 119,857円 

米国ハイ・イールド債オープン（通貨選択型）豪ドルコース（毎月決算型） 769,078円 

米国ハイ・イールド債オープン（通貨選択型）ブラジル・レアルコース（毎月決算型） 15,855,020円 

米国ハイ・イールド債オープン（通貨選択型）中国元コース（毎月決算型） 19,977円 

米国ハイ・イールド債オープン（通貨選択型）インドネシア・ルピアコース（毎月決算型） 554,401円 

米国ハイ・イールド債オープン（通貨選択型）資源国通貨バスケットコース（毎月決算型） 1,608,548円 

米国ハイ・イールド債オープン（通貨選択型）トルコ・リラコース（毎月決算型） 19,961円 

米国ハイ・イールド債オープン（通貨選択型）メキシコ・ペソコース（毎月決算型） 19,925円 

米国ハイ・イールド債オープン（通貨選択型）マネー・プール・ファンドⅤ（年２回決算型） 26,506,066円 

米国高利回り社債ファンド（毎月決算型） 999円 

米国高利回り社債・円ファンド（毎月決算型） 999円 

米国高利回り社債・ブラジル・レアルファンド（毎月決算型） 999円 

トレンド・アロケーション・オープン 997,308円 

国際オルタナティブ戦略 ＱＴＸ－ウィントン・アルファ・インベストメント・オープン（円ヘッジ）成長型 99,562円 

国際オルタナティブ戦略 ＱＴＸ－ウィントン・アルファ・インベストメント・オープン（円ヘッジ）分配型 99,562円 

国際オルタナティブ戦略 ＱＴＸ－ウィントン・アルファ・インベストメント・オープン（円ヘッジなし）成長型 99,562円 

国際オルタナティブ戦略 ＱＴＸ－ウィントン・アルファ・インベストメント・オープン（円ヘッジなし）分配型 99,561円 

エマージング社債オープン（毎月決算型）為替ヘッジあり 99,682円 

エマージング社債オープン（毎月決算型）為替ヘッジなし 99,682円 

国際オーストラリア債券オープン（毎月決算型） 997円 

リスク・パリティαオープン 995円 

米国エネルギーＭＬＰオープン（毎月決算型）為替ヘッジあり 996,215円 

米国エネルギーＭＬＰオープン（毎月決算型）為替ヘッジなし 996,215円 

国際 アジア・リート・ファンド（通貨選択型）為替ヘッジなしコース（毎月決算型） 99,602円 

国際 アジア・リート・ファンド（通貨選択型）円コース（毎月決算型） 99,602円 

国際 アジア・リート・ファンド（通貨選択型）インド・ルピーコース（毎月決算型） 99,602円 

国際 アジア・リート・ファンド（通貨選択型）インドネシア・ルピアコース（毎月決算型） 99,602円 

国際 アジア・リート・ファンド（通貨選択型）マレーシア・リンギコース（毎月決算型） 99,602円 

国際・キャピタル 日本株式オープン（通貨選択型）円コース（１年決算型） 99,592円 

国際・キャピタル 日本株式オープン（通貨選択型）円コース（毎月決算型） 99,592円 

国際・キャピタル 日本株式オープン（通貨選択型）米ドルコース（１年決算型） 99,592円 

国際・キャピタル 日本株式オープン（通貨選択型）米ドルコース（毎月決算型） 99,592円 

国際・キャピタル 日本株式オープン（通貨選択型）ユーロコース（１年決算型） 99,592円 

国際・キャピタル 日本株式オープン（通貨選択型）ユーロコース（毎月決算型） 99,592円 

国際・キャピタル 日本株式オープン（通貨選択型）豪ドルコース（１年決算型） 99,592円 

国際・キャピタル 日本株式オープン（通貨選択型）豪ドルコース（毎月決算型） 99,592円 

国際・キャピタル 日本株式オープン（通貨選択型）ブラジル・レアルコース（１年決算型） 99,592円 

国際・キャピタル 日本株式オープン（通貨選択型）ブラジル・レアルコース（毎月決算型） 99,592円 

国際・キャピタル 日本株式オープン（通貨選択型）メキシコ・ペソコース（１年決算型） 99,592円 

国際・キャピタル 日本株式オープン（通貨選択型）メキシコ・ペソコース（毎月決算型） 99,592円 

国際・キャピタル 日本株式オープン（通貨選択型）トルコ・リラコース（１年決算型） 9,960円 

国際・キャピタル 日本株式オープン（通貨選択型）トルコ・リラコース（毎月決算型） 9,960円 

国際・キャピタル 日本株式オープン（通貨選択型）ロシア・ルーブルコース（１年決算型） 9,986円 

国際・キャピタル 日本株式オープン（通貨選択型）ロシア・ルーブルコース（毎月決算型） 9,986円 

国際・キャピタル 日本株式オープン（通貨選択型）中国元コース（１年決算型） 9,960円 

国際・キャピタル 日本株式オープン（通貨選択型）中国元コース（毎月決算型） 9,960円 

国際・キャピタル 日本株式オープン（通貨選択型）南アフリカ・ランドコース（１年決算型） 9,960円 

国際・キャピタル 日本株式オープン（通貨選択型）南アフリカ・ランドコース（毎月決算型） 9,960円 

国際・キャピタル 日本株式オープン（通貨選択型）インドネシア・ルピアコース（１年決算型） 9,986円 

国際・キャピタル 日本株式オープン（通貨選択型）インドネシア・ルピアコース（毎月決算型） 99,592円 

国際・キャピタル 日本株式オープン（通貨選択型）マネー・プール・ファンドⅨ（１年決算型） 12,682,871円 

国際・キャピタル 日本株式オープン（通貨選択型）マネー・プール・ファンドⅩ（年２回決算型） 23,799,047円 

欧州アクティブ株式オープン（為替ヘッジあり） 4,979円 

欧州アクティブ株式オープン（為替ヘッジなし） 4,979円 
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マネー・プール マザーファンド

ＵＳ短期ハイ・イールド債オープン 為替プレミアムコース（毎月決算型） 99,562円 

ＵＳ短期ハイ・イールド債オープン 為替ヘッジありコース（毎月決算型） 9,957円 

ＵＳ短期ハイ・イールド債オープン 為替ヘッジありコース（年２回決算型） 9,957円 

ＵＳ短期ハイ・イールド債オープン 為替ヘッジなしコース（毎月決算型） 9,957円 

ＵＳ短期ハイ・イールド債オープン 為替ヘッジなしコース（年２回決算型） 9,957円 

優先証券プラス・オープン 為替プレミアムコース（毎月決算型） 9,956円 

優先証券プラス・オープン 為替ヘッジありコース（毎月決算型） 9,956円 

優先証券プラス・オープン 為替ヘッジなしコース（毎月決算型） 9,956円 

優先証券プラス・オープン 為替プレミアムコース（年２回決算型） 9,956円 

優先証券プラス・オープン 為替ヘッジありコース（年２回決算型） 9,956円 

優先証券プラス・オープン 為替ヘッジなしコース（年２回決算型） 9,956円 

米国成長株オープン 996円 

世界CoCosオープン 為替プレミアムコース（毎月決算型） 9,953円 

世界CoCosオープン 為替ヘッジありコース（毎月決算型） 9,953円 

世界CoCosオープン 為替ヘッジなしコース（毎月決算型） 9,953円 

アジアリート戦略オープン（為替ヘッジあり）毎月決算型 9,952円 

アジアリート戦略オープン（為替ヘッジあり）年２回決算型 9,952円 

アジアリート戦略オープン（為替ヘッジなし）毎月決算型 9,952円 

アジアリート戦略オープン（為替ヘッジなし）年２回決算型 9,952円 

合計 353,746,538円 
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